














Study on the fibrous weariness at cotton mixing 
and opening proce田 (Report1) 
On the quantitative measurement of cotton opening action 
By 1. TSU}IMOTO and N. MOTO}I 
Summary 
Hitherto， the opening effect at cotton mixing and opening proce町内 ha月 been u日目1to cal1 by a qualitat:¥e 
measurement， bl1t it wa月shownby the quantitative mea月l1rementin the experiment. Therefore， this experim-
ent will be served as a reference not only judgement of cotton opening e仔ectbut also check of that being 
dependent upon the revolution， constrl1ction and arrangement of spinning machinery. The meaHurement of 
cotton opening effect was tested to show quantitatively 1、ythe method of apparent dielectric con円tantrate of 
fibre and recoverable rate of compressed fibrous voll1me， and the both methods were compared with each 














材耕一紡1積原料は01.0番手綿糸紡出の場合の原綿 RXGX，BBIX， B27， EMPA， NLTH， MFfEの6種の米綿を次の割
合で混綿を仔ったものである。
RXGX 20%， BBIX 20%， B27 10%， EMPA 20%， NLTH 20% MFfE 10% 
条件一混訂綿工程機械配列順序及び各践のR.P.M.は次のようであるo
① Hopper hale hreaker 〈略記号HBB〉 Inclinedspleir ked lattice roller 
heater rol 
@ crighton opener く略記号 CO) {Cylinder 
i-roller 
@ Hopper mixer (or Secol1d bale breaker) (略記号 HM) 1 Inclined spiked lattice roller 
heater roller 
① Hopper opener (略記号 HO) Inclined spleir ked roller 
beatt:r roI 
厄) Lattice feeder (略記号 LF) { cylinder l 可削1h IH1mn 
@ Exhaust opcner t fan (略記号 EO) i 3vobi;ded beater 
2ed fan 


















lt cdyolindenr vcくu95d'"ida ia〉 1田R.P.M.ffer (27/1 dia) 9 R.P.M. 
@ Cardlng engil1e (略記号 CE〉 taker-i ) dia〉 480 K.P.M. 







l土標準蓄電器で RJ，R2，土無誘導抵抗である。 ん及び R2幸子加蹴して受話器に背が聞えなくな
った(普通は音が全〈聞えな〈なることは殆んどない。従って古の大きさの最小となる点を探
すっとすればこの時次の関係式が成立する。









Rl(t'.c-j去)=(1'8-j úJ~s )R2 
Rt!ωC.c=R:dωCs及び Rtt'.c=R2t's
C<=RdR'!，C. t'(，=RjRt・t's となる。































原 t局 24.71 25.63 826 69~ 4.16 3.75 
HBB 23.42 24.56 910 837 4.53 4.23 
CO 23.66 24.64 879 780 4..70 4.43 
HM 23.40 23.9-1 925 865 4.51 4.26 
HO 27.即 28.40 I 811 760 5.14 4.89 
LF 26.24 27.32 815 759 5.16 4.93 
EO 28.96 30.04 819 770 5.25 5.03 
FS 27.20 27.90 844 773 5.05 4.89 
CE 29.42 30.52 790 7M 5.16 5.05 
上表の測定値は原綿及び各工程の綿塊につき 10回宛測定した平均値を示したものである。 f~JC{叉びC.c/即ち試料
s 
を挿入しないときの電気容量の理論{臨(極板面積 S，極板間距離I1としたとき E瓦元Jより計算したもの) と実測値
(C.c=RdRz'Csより求めたもの)を図示すれば第3図のようで，本実験に於ける蓄電器の極板距離は 22--31mmの範
囲内で，この範圏内に於ては図示の如く坦論値と実測値とは大体→致した岨を得ることが出来た。 ff~に原綿及び脊工程














にCEのウエヅプに達すれば針布作用により充 I /2 
分な開綿が行われるようである。これは機織構 :1 I~ 
造上からも普通に考へられる理論と一致してい Z3; 
るように，思考される。向第4図は原綿の見掛誘 訴 4レ_..-<>--ーヘ 一一::;::a=-高p
電変化率の逝離を 1∞と Lて各工程の開綿率及 %2f J dー -<r一二芋コー さ二二と二二--
T 0 -{>=ニニq=-一一戸，..--一
tびFHBBの見掛誘電変化率の逆数を10∞a主して各 ， -ri昨U4.刷側頃峨岬暗w制y川M僻 C白'0. H，川'./f. H.柑(l LF. 印 F日ぷ
一--(エ穏吋〉一ー
工程の開綿率を示したもので，即ち原綿を基準 嘘 4 国
に考へれば本実験の機峨面列方法に於ては各機械の開綿作用は夫々 HBB，土原綿の約1.5倍.CO約1.7倍， HM約1.8
倍.HO約2倍.LF約2.2倍， EO約2.3倍， FS約3.1倍， CE約5倍のよ号になり，叉 HBBの開綿を基準として各機械
の開綿能力は COに於て HBBの約1.1倍.HMに於て約1.2j苦.HOに於て約1.35倍.LFに於て約1.5倍， EOに於て
約1.6倍， FSに於て約2倍， CE に於てが~3.4倍位のように認められた。次に圧縮容積回復率より開綿率を表示すれば第
4図に示す如〈実際に考えられるように順次開綿作用が行われてゐるや否や不明の状態が見受けられた。これは測定方
法が不覧全な為か電気的測定の場合とは良い結果が得られなかったが比較の意味で併記した。
要するに上述のような方法て鳴打綿機械の開綿率或は開綿能力なるものが定量的に表すことが出来るとすれば紡機構
造の改良，弼民数或は機械町列の検討に示唆を与へるものを，思考される。
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6.結言
混打綿工程の開綿作用を定量的に表示する方法を考案L開綿効果判定の一助ならしめんと綿塊の見掛誘電半の変化に
よる方法と圧縮容積回復率による方法とによって開綿率を測定したが，前者による方法が実際に考えられる理論に合致
する上うな開綿率表示法幸子求めることが出来た。最後に本研究の資料は大和紡績株式会社福井工場上り与えられたもの
なること・を附記し併せて種々御高配を頂き御協力下さった森}I¥工場長及び杉田結儲課長両氏に衷心より深謝の意を表す
る次第である。
